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会議記録簿 

会議名 飯綱町地域公共交通会議 
  

  

場所 飯綱町役場第一会議室（２階） 

日時 令和 6年 6 月 17 日 14:30～ 

出席者 14 名 

 

1. 開会 

 

2. 挨拶 

峯村町長 

公共交通については、ご承知の通り、ここ１、２年、人材不足の傾向が顕著となっている。そ

のようななかではあるが、町が生き残っていために公共交通は不可欠であり、動脈ともいえ

る公共交通の維持に向けて知恵を絞り、予算を確保していきたい。 

本日は令和５年度事業報告と決算と６年度事業実施計画案、予算案、設置要綱の一部改正に

ついてご協議いただく。忌憚のないご意見をいただきたい。 

 

3. 協議事項 

（１）令和５年度事業報告及び決算について 

資料１、２について事務局より説明 

監事より会計監査を報告 

【主な意見】 

委員 

８Ｐの図表の３貨物輸送実績の令和２年と令和２年以降にだいぶ変動があるが、どういった

状況かご説明いただきたい。 

 

事務局 

令和２年までは３便だったが、荷物が多すぎて信濃町行きの便に乗らなくなってしまったこ

とで、令和３年以降は飯綱営業所が荷物のゴールになり、令和３年からは１便となっている。

その関係で令和３年からは飯綱町行きのみの荷物になっているため数が少なくなっている。 

 

委員 

令和２年までは信濃町までの荷物も合わせた数字ということか。 

 

事務局 

そのとおりである。 

 

会長 

他にご意見がなければ、事業報告および決算については承認としたい。 
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（２）令和６年度事業実施計画（案）及び予算（案）について 

資料３、４について事務局より説明 

【主な意見】 

委員  

令和６年度の予算書、支出の部の返還金というのは何か。 

 

事務局 

返還金は協議会から町に返還する金額である。これからは国庫の補助金は協議会に振り込ま

れるため、そのような手続きとなる。 

 

委員 

具体的に国庫補助金の事業費の内容がどうなっているのか教えてほしい。 

 

事務局 

補助金は日中走っているデマンド運行に対していただくものである。デマンドは 2,300 万円

ほど運行費がかかっているが、そのうち 300 万円を限度に補助申請予定である。 

 

会長 

意義なしとのことで、事業計画案、予算案も了承とする。 

 

 

（３）飯綱町地域公共交通活性化協議会設置要綱の一部改正について 

資料５について事務局より説明 

【主な意見】 

会長 

特にご意見がないので、議案の通り承認とする。 

 

 

（４）地域間幹線系統確保維持計画について 

資料６について長電バスより説明 

長電バス株式会社乗合バス部長 

度重なる減便でご迷惑をおかけし、ご理解を賜り、感謝申し上げる。地域間幹線は複数市町

村にまたがる系統である。資料の４.定量的な目標をみていただくと、目標が輸送量21.4と

なっている。長野駅から牟礼駅までずっと1人乗っている輸送量が１となる。1便あたりずっ

と1人が乗っているという計算になる。この輸送量が15を割り込むと補助金を受けられなく

なる。 

18Ｐの６.費用の総額をみていただくと、補助金の年度は普通の年度と違い10月から９月で

みていくものとなっている。 

続いて７.収益改善のために行った取組については、昨年10月に土日祝日の減便を行った。

さらに１月21日からは長野市内の全路線、牟礼線を含め日曜日の運休を行っている。 

８.生産性向上については、日曜日に加え祝日も運休とさせていただいた。また、弊社は運

賃を見直しているところで、今後協議会を通じてお諮りしたい。 

22Ｐの車両取得計画については、県の補助をいただき、バスを1台購入予定である。 

 

【主な意見】 

会長 

しなの鉄道を除くと、長野駅まで出られる路線は牟礼線のみである。存続をお願いして今日

まできているが、18Ｐで長電バスさんから財政的な負担についてご説明があった。940万円

前後を毎年町が負担しているが、国から特別交付税として8割を負担していただいており、

２割を町が自前で負担しているということである。 

他に牟礼線の幹線について何かご意見があればお願いしたい。 
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委員  

17Ｐの運行目標の21.4が15を切ってしまうと補助がなくなるということだったが、18Ｐの取

組状況で土日が運休となると、母数が減る形になり、この21.4という数字はそれによって増

えるというような効果はあるのか。 

 

長電バス株式会社乗合バス部長  

日曜日を除いた土曜日、祝日については1往復だけであり、さほど影響はないと思われる。 

 

会長 

地域間幹線系統に関する計画については、この方向で進めていきたい。ご賛同いただけると

いうことでよろしいか。 

 

委員 

意義なし 

 

 
（５）地域公共交通確保維持計画について 

資料７について事務局より説明 

【主な意見】 

会長 

計画も含めて、それぞれの立場でご意見をいただきたい。 

 

委員 

まだよく理解できていないが、自分で車を運転してしまうと、公共交通が意識の外になって

しまう。ふだん車を使っている人もデマンドバスを使えるような仕組みがあるといいと思う。 

 

委員  

飯綱町の東エリアに在住しているが、牟礼線とはあまりかかわりがない。長電さんから運賃

値上げを申請しているという話だが、町の方でも負担増という考えがあるのか。 

 

事務局 

長電との協議を受けてということになるが、高齢者の「IIZUNA であるきバスカード」は普通

の方なら 700 円かかるところを、70 歳以上の高齢者は 200 円で乗れるというもの。その差額

を町が福祉部門で高齢者支援という形で支えている。そのため、長電の運賃が上がれば、町

の負担は確実に上がることになる。長野市の ICカード協議会所属の市町村全部が上がると思

う。 

町内の i バスについては皆さんと皆さんの知恵を拝借しながら協議を進めていきたいと思っ

ている。 

 

委員  

今回初めてこの会議に参加させていただいた。今のところ自分の車で移動しているため、デ

マンド交通などのことはよくわからないが、今後話を聞きながら公共交通の発展に向けて協

力できればと思う。 
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委員  

ふだん車での移動が多いが、住んでいるところが普光寺地区でそれほどバス停と牟礼駅まで

距離に違いはないため、車を利用しないときは電車に乗ることも少なくない。デマンドワゴ

ンはほとんど利用していないので、今日の会議をを踏まえ、自分なりに考えていきたいと思

う。 

 

委員  

認識不足の面があるが、自分の車を利用しており、本日議論されているような交通にかかわ

りがほとんどない生活を送っている。趣旨とずれるかもしれないが、遅く帰ってきたときの

鉄道とバスの接続が心配だという話を聞いたことがあり、最低限タクシーを拾える安心感が

あるといいと思う。 

時間的に可能な場合は、長野駅を出発する段階でデマンドに予約を入れて利用したことはあ

る。やはり昼間の時間帯でない夜、少し夜遅めに帰ってきた時の足の確保が心配である。 

 

委員 

学校の現場を離れており、リアルな声は分からないけれども、小中学校の義務教育はスクー

ルバスで子供たちの足が確保されていると思う。財政負担を考えると今まで通りとはいかな

いとは思うが、公共交通を利用する高校生たちにとって、減便になることで使いづらくなっ

ていないのか、高校生の声を聴いてみたい。 

自分は農業をやっていて目の前にスーパーがあり、店の送迎バスや町のバス、タングラムの

バスも見かけるが、どれも満席になっていることがない。高校生以外に、免許返納する方も

どんどん増えてくることを踏まえ、今後足となるべき交通としてどんなものがいいか考えて

いく必要がある。緊急の課題は何かと考えているが、答えはすぐに出ないと感じている。 

 

会長 

ご指導いただいている行政機関にも出席いただているのでご意見をいただきたい。 

 

北陸信越運輸局長野運輸支局首席運輸企画専門官  

先ほどの長電バスの説明を補足したい。14Ｐの運賃に関する手続きは、今まで通り、協議運

賃である。独禁法のカルテルにあたるのではないかという意見が出たため、こうした手続き

に変更になった。また乗合タクシーの運賃については、すべての運賃を協議する必要がある

わけでなく、たとえば運賃認可の手続中と話があった牟礼線は対象ではなく、あくまでも地

域公共交通会議で、どの路線を走らせるかというような形で協議を行ったものにかかる運賃

が対象になる。また、乗合いの区域運行についても、軽微な運行として整理されれば、その

手続きが必要ないというように、色々ある。 

 

長野中央警察署交通第二課長  

事業計画にあるが免許返納者に対する運賃割引程度に関して。高齢ドライバーには免許返納

を推奨している。また各自治体には公共交通あるいはタクシーの運賃助成制度の導入をお願

いしているところであるが、それぞれの事情があり免許返納は進んでいない。免許を返納し
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ない理由を高齢者に聞くと、畑とか買物などどうしても足が必要、山間地になればなるほど

そういう事情が強く、免許返納が進まない。警察としては、各自治体で取り組んでいる助成

制度について、免許更新時に周知するようにしており、引き続き公共交通の活性化に向けた

取り組みに協力していきたい。 

 

長野県企画振興部交通政策局交通政策課 

６月 12 日に県の協議会を開催し、県の５年間の計画を決定した。自家用車に囚われなくても

誰もが安心して暮らせるような社会づくりを目指すものである。計画作成後は中身の話にな

り、皆様からお力添えいただくような形になるので、今後よろしくお願いしたい。 

 

長野地域振興局企画振興課 

交通政策課からも話があったように、計画が決定されて、それぞれの 10 圏域ごと、地域ごと

に具体的にどのような品質保証をしていくか、長野地域振興局として、長野地域として進め

ていく予定である。飯綱町の力、皆様の力を借りながら地域としての計画を作っていく予定

なのでよろしくお願いしたい。 

 

委員 

全国的にそうだが、コロナが明けてから人員不足が深刻な状況であり、土日の減便をせざる

を得ない。その一方で昼間走らせてみると、長野市内もそうだが、免許を返納されたお年寄

りの方、足の不自由な方がやっとの思いでバスに乗られて目的地まで行く。そういう方にと

ってバスは移動の生命線である。それはお年寄りだけではなく、障害を持っている方も同じ

である。人員不足でなかなか人が入ってこない状況では、どれだけ削るかを考える一方で、

いかに交通弱者の足を確保していくかが悩ましいところであり、残せるものはできるだけ残

すよう私もこれから色々働きかけをしていきたい。 

 

長電バス株式会社乗合バス部長 

この場を借りてお礼を申し上げたい。組合の方から話があったように、ずっと人員不足であ

るため、いま、会社説明会のなかでバス運転体験を実施している。この 1月までに 33～34 名

が体験し、そのうち３名が採用につながっている。先月は６名が体験し、先週も４名と、こ

こにきて体験に手を挙げてくれる人が出てきた。町にも広報紙での周知に協力してもらった

おかげで、先週の４名の運転体験者のうち 1 名は飯綱町の方だった。いろんな面で今後もご

協力いただくなかで、応募者が１人でも２人でも増えればよいと考えている。 

冬期が繁忙期となる。夏はなんとか今の運転手で持っているとこもあるが、冬になると全く

足りなくなる。前年度も、生命線である志賀高原線が、通常冬は増便するところを、車両が

あっても運転手が少ないため、他社に委託せざるを得なかった。そのため儲けが少なくなっ

てしまった。運転手の数が増えると自社での運行ができるようになる。 

町からの補助金の他に 10 パーセントという形で補助の割り増しをいただいていることもお

礼を申し上げたい。また、委員の皆さんには運転手をぜひ紹介していただきたいと思う。 
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4. その他 

なし 

 

5. 閉会 

 

以上 

 

 


